
報道機関 各位 期日  令和２年１１月２７日（金） 

時間  午前１１時００分から  

会場  南魚沼市役所本庁舎２階応接室 

 

件 名 

令和２年１１月の定例記者会見について 

内 容 

 

 １．南魚沼産コシヒカリ・プロモーション企画  

「農／KNOW THE FUTURE」第２弾について    ・・・農林課 Ｐ１  

 

 ２．小学校スキー授業事前講習会の開催について 

                  ・・・商工観光課 Ｐ４ 

 

 ３．南魚沼市リモートワークトライアル事業 

「今年の冬はスノーリゾートワーク」の実施について  

      ・・・商工観光課 Ｐ６  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇南魚沼市観光協会からの情報提供 

・なし 

≪お問合せ先≫ 

 南魚沼市 総務部  秘書広報課  

担 当：秘書広報班 上村 直樹  

 電 話 ０２５－７７３－６６５８ 

 ＦＡＸ ０２５－７７２－３０５５ 

 メール hisyo＠ city.minamiuonuma.lg.jp 

報道資料 



 報道機関 各位 令和２年１１月２７日 

南魚沼市産業振興部農林課 
 
件 名 

南魚沼産コシヒカリ・プロモーション企画  

「農／KNOW THE FUTURE」第２弾について  
内 容 

南魚沼市では、市内在住の若手農業者の全面協力の下、次世代ならではの新

しい感覚・発想による南魚沼産コシヒカリのプロモーション企画「農／ KNOW THE 

FUTURE」を令和元年度から開始しました。前作の公開から約１年、農／ KNOW THE 

FUTURE 第二章が始まります。  

 

１．企画の概要  

（１）コシヒカリと南魚沼市の未来のために  

先人たちの想い（誇り）を受け継いだ若手農業者たちの姿に南魚沼市の未来

を重ねて表現することにより、南魚沼産コシヒカリの販売促進のみならず、南

魚沼市のプロモーション・ビデオとしても機能することを目的としています。  

（２）新しい感覚を新しいターゲットに  

若手農業者の新しい感覚・発想により制作した広告媒体により、都市圏在住

の若者世代など、従来とは異なるターゲットに向けた販売促進活動を行います。 

（３）想いをさらに次の世代へ  

若手農業者たちの想いをさらに次の世代である市内外の子どもや若者たちに

伝えるための普及促進活動、職業選択肢としての農業の推進に取り組みます。  

（４）出演も制作も「南魚沼産」  

前作に引き続き、出演者も制作陣も南魚沼市在住の皆さん。出演・撮影・編

集・デザインから音楽に至るまで「すべてが南魚沼産」のプロモーション企画

です。  

 

２．実施内容  

（１）動画の公開  

制作した動画をインターネット上で公開します。  

また、別バージョンを新潟テレビ 21 などが主催する「新潟ふるさと CM 大賞」

に出品しました。審査会の模様は来年 1 月 2 日午後に放送される予定です。  

（２）紙媒体広告の配布  

ポスター 400 枚、チラシ 30,000 枚を制作。市内の飲食店や宿泊施設、小中学

校を始め、友好都市や米穀関連事業者の全国組織などに幅広く配布します。  

添付資料 

・チラシ 

 ≪お問合せ先≫ 

南魚沼市産業振興部農林課  

担当：農業振興係 桐生 

 電 話 ０２５－７７３－６６６３ 
 ＦＡＸ ０２５－７７３－６７１０ 

報道資料 



✉



応募方法 審査日程

ホームページ申込フォームから提出
応募は自治体からのみとする

共

通

事

項

地域の魅力を独自のセンスで発信している優れたパンフレット・プロモーション動画を発掘するため
地域プロモーション大賞を開催する。

１．自治体が制作したパンフレットであること（民間事業者等へ委託した物も含む）
※応募作品数は、市区町村１点、都道府県１点とする

２．受賞後に当センターによるホームページ掲載・各種メディアへの紹介が可能であること
３．大賞を受賞した場合に、都内で開催する授賞式（令和３年１～２月頃）で発表が可能であること

※旅費は当センターで負担。コロナウイルスの感染状況によってはオンラインでの登壇に変更します

※受賞団体には11月下旬頃に受賞決定の連絡をします

●審査委員
楓 千里 氏（國學院大學研究開発推進機構 教授）

パックン 氏 （お笑いコンビ パックンマックン）

マックン 氏 （お笑いコンビ パックンマックン）

北村 潤一郎（一般財団法人地域活性化センター常務理事）

●審査委員長
南 伸坊 氏（イラストレーター）

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
部
門

募集テーマ

応募条件

審査委員

１．自治体が制作、もしくは推薦する地域プロモーション動画で、応募時点でWEB公開していること
（民間事業者等へ委託した作品、市民団体等が独自に制作した作品を含む）
※応募作品数は、市区町村１点、都道府県１点とする

２．審査対象は３分以内の作品。３分を越える作品は、開始０秒～３分を審査対象とする
３．著作権・肖像権などが第三者に帰属する場合、権利者から事前の使用承諾・承認を得ていること

※応募作品に対し、第三者からの権利侵害・損害賠償などの苦情・異議申し立てがあった場合、当センターは一切責任を負わず

応募自治体が費用負担等を含め、全て対処するものとする

４．受賞後に当センターによるホームページ掲載・各種メディアへの紹介が可能であること
５．大賞を受賞した場合に、都内で開催する授賞式（令和３年１～２月頃）で発表が可能であること

※旅費は当センターで負担。コロナウイルスの感染状況によってはオンラインでの登壇に変更します

※受賞団体には11月下旬頃に受賞決定の連絡をします

●審査委員長
箭内 道彦 氏
（クリエイティブディレクター）

動

画

部

門

募集テーマ

応募条件

審査委員

受賞特典
・メディアにリリースを配布
・月刊「地域づくり」のカラーページで特集
（審査委員のコメント、受賞作品制作者のインタビューなど）
・受賞作品を当センターホームページ・Facebook・YouTubeで紹介

１０月上旬 一次審査、二次審査
１１月上旬 最終審査
１１月下旬 メディア発表
１月～２月 表彰状送付、表彰式

（大賞団体によるプレゼン等）

●審査委員
秋吉 久美子 氏 (女優）

木川 剛志 氏 (和歌山大学観光学部教授）

松原 亨 氏 ((株)マガジンハウス コロカル編集部 編集長）

谷中 修吾 氏 (一般社団法人INSPIRE 代表理事）

北村 潤一郎 (一般財団法人地域活性化センター 常務理事）

各賞 大賞・優秀賞・各審査委員賞

募集期間 ８月３日(月)～９月３０日(水)



報道機関 各位 令和２年１１月２７日  

南魚沼市産業振興部商工観光課  

 
 

件 名 

小学校スキー授業事前講習会の開催について  

内 容 

 南魚沼市スキー場協議会と北陸信越索道協会新潟地区部会の共催で、  

小学校スキー授業事前講習会が開催されます。 

スキー授業を受ける児童を対象に、実際のリフト搬器を使ってリフトの

乗車の仕方、ゲレンデ滑走の注意点、マナーを習得してもらい、児童・   

学校・教職員・一般利用者相互のリスクマネージメントとすることを目的

としています。 

 事前に講習会を開催することで、初めての児童は安心してリフトに乗る

ことができるようになり、経験のある児童もより安全な施設利用ができる

ようになります。さらに、安全にスキー授業ができるようになることで、

スキー人口とスキー授業の拡大につながります。今年度は下記の１校で  

実施し、今後も希望の学校があれば実施する予定です。  

記 

１．日時 令和２年 11 月 30 日(月) 10:30～（45 分） 

２．場所 石打小学校  

３．内容 ①リフト種類と乗車の仕方、事故事例をスクリーンで講義 

     ②リフト搬器で実技（実際に乗ってみる） 

     ③マナーやゲレンデ利用上の注意事項の説明 

     ④質疑応答  

４．お問合せ先 北陸信越索道協会新潟地区部会 

        担当 田代 利行（株式会社ガーラ湯沢内） 

        電話 025-785-6421 

添付資料 

 令和元年度実施報告書 

≪お問合せ先≫ 

南魚沼市 産業振興部 商工観光課  

担 当：観光交流班 相沢 旭慶  

 電 話 ０２５－７７３－６６６５ 
 ＦＡＸ ０２５－７７３－６７１０ 

報道資料 



今年度は上・中・下越の各エリアで小学校スキー授業事前講習会を開催しました！

※問合せ先=新潟地区部会 （025）-784-2500

北陸信越山岳観光索道協会 新潟地区部会では、各地区におけ

る小学校のスキー授業が始まる前に、スキーを滑る上での正し

いルールやリフトの乗車方法をわかりやすく説明しております。

今年で6年目となりますが、事前講習を実施している事が充分

周知されていない状況です。保護者ならびに学校関係者の負担

軽減のためにも、対象学校を今後も拡充していく必要があると

思われます。

また、今後のスキー人口増加のためにも、各地域の小学校に赴

き講習会を実施していきたいと思いますので、皆様、お声か

け・ご紹介下さいますよう、よろしくお願いいたします。

プロジェクターによるリフトの説明風景

今年度は上・中・下越の各エリアで下記のようにスキー授業事前講習会を開催しました。

①2019年11月26日（火）PM新発田市立川東小学校3年生（28名）

②2019年11月27日（水）AM魚沼市立堀之内小学校5年生（51名）

③2019年11月27日（水）PM南魚沼市立六日町小学校３年生（60名）

④2019年12月12日（木）PM妙高市立新井中央小学校3年生（55名）

上記4校を対象に、冬季スキー授業が開始される前の、リフト乗車に関する事前講習会

を開催しました。プロジェクターを使ってリフト乗車時の注意等を分かりやすく説明し

たり、実際の搬器を使用した模擬乗車により乗り方の説明を行いました。

当日はレルヒさんも登場し、生徒達には大変好評でした。

リフト模擬乗車風景

レルヒさんと記念撮影



 報道機関 各位 令和２年１１月２７日 

南魚沼市産業振興部商工観光課 

 
 

件 名 

南魚沼市リモートワークトライアル事業  

「今年の冬はスノーリゾートワーク」の実施について  

内 容 

南魚沼市では、民宿の平日や通年での利用拡大、新たな利用者の掘り

起こしに課題を持っておりました。働き方改革や新型コロナウイルス感

染症の流行に伴い新しい働き方である「リモートワーク（ワーケーショ

ン）」の需要が高まっていることから、この度、民宿にリモートワーク環

境を整え、強みであるスキー産業を活かした新たな宿泊スタイルの提案、

新たな利用者の可能性を検証いたします。 

 

民宿 × ワーク  × スノー 

 

 この事業を基に、新たな民宿の通年利用提案や市内におけるリモート

ワーク施設等のネットワーク化を進めてまいります。 

  

 実施期間：令和２年 12 月 21 日（月）～令和３年３月 12 日（金）  

 月・火・水曜日出発の２泊３日又は３泊４日 

（年末年始や一部期間を含むプラン除く） 

 実施施設：和風いん越路（舞子スノーリゾート近く） 

      ラ・ファミーユ中角（石打丸山スキー場近く） 

 プラン：1 人利用、デスクワーク環境完備 

 受託事業者：一般社団法人南魚沼市観光協会  

添付資料 

 「スノーリゾートワーク」募集チラシ（案） 

報道資料 

≪お問合せ先≫ 

 南魚沼市 産業振興部  商工観光課  

担 当：商工振興班  梅澤・阿部 

 電 話 ０２５－７７３－６６６５ 
 ＦＡＸ ０２５－７７３－６７１０ 
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